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公開講座報告
愛国学園大学主催の平成20年度の公開講座は、平成20年10月から１１月にかけての土曜日に
本学にて開催された。毎回約30名の市民の方々の参加があり、好評であった。
今回の総合テーマは「ヒューマンリレイションズー様々な人間関係にどう対応するか－」で
ある。現代社会は、少子高齢社会といわれ、人間の一生は昔にくらべて､ずいぶん長くなった。
コンピューターや携帯電話など、人と人を結びつける様々な媒体も驚くほど発達し､その結果、
世の中が便利になる一方で、家庭、学校、地域社会、職場などでいろいろな摩擦現象もみられ
るようになった。円滑でかつお互いに楽しい人間関係を築くためにはどうしたらよいか。今回
は様々な角度からこの問題について、四人の講師がそれぞれ異なる切り口から論じた。
第１ロ
第２ロ
第３回
※時間はいずれも10:００～12:００
以下、第１，２，４回の講演要旨を掲載す
る。
増え、夫婦と子どもの世帯や三世代世帯を含
むその他の世帯は減少している（国勢調査)。
この変化は、四街道市にもみられる。この
20年余りで世帯規模が縮小し、夫婦と子ど
ものいる核家族という標準家族モデルがなく
なり、家族の多様化が進んでいった。なぜ家
族の多様化が進んだのだろうか。
合計特殊出生率（女性が生涯に生む子ども
第１回家庭・地域の人間関係
日本の家族構成の変化をみると、一人暮ら
しの世帯や夫婦のみの世帯、ひとり親世帯が
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回 日 アマ 講師
回 １０月４日（士） 家庭・地域の人間関係 鈴木奈穂美
回 １０月１１日（士） 職場の人間関係 小川芳男
１０月１８日（士） ＩＴ時代の人間関係 中村典裕
第４回 １１月８日（士） スムースな人間関係の形成のために 鈴木由紀生
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年功序列賃金や終身雇用といった日本型雇用
システムの中でうまく機能した。しかし平成
不況期になると雇用システムが崩れ、予測不
可能なリスクが広がった。現在のリスク社会
の弊害は家族内にも押し寄せてくる。
では、このリスク社会を乗り切るにはどう
したらよいのだろうか。本来ヒトの口に入る
はずのない事故米を使った食品が食卓に上っ
たり、欠陥商品による死亡事故が起こったり
と、日常生活の安全や健康に対する不安が高
まっている。この不安を除去するために、安
全かどうかの情報を一つ一つ集め、確認して
いくことは大変である。この作業をそれぞれ
の家族が独自に行なったのでは、家族に大き
なコスト（時間や労力）がかかってしまう。
そこで、家族だけでこのような生活問題を解
決しようとするのではなく、地域の人々と協
力して問題解決に取り組んだほうが効率的で
はないだろうか。それには、地域の人々とよ
い人間関係を築いていくことが大切といえ
る。
の数）と出生数が数年前まで減少傾向にあっ
た。これらのデータは、少子化の進行を捉え
るためによく使われているが、各世帯にいる
子どもの数を反映するものでもある。また、
平均初婚年齢・生涯未婚率は、男女共に上昇
している（人口動態調査)。これは、単独世
帯を増やす要素である。標準家族モデルには
子どもがいることが不可欠だったが、これら
のデータから子どものいない世帯が増えてい
くことがわかる。
他に、家族の内部に影響を与える変化も起
こっている。高齢化率が上昇しているが、こ
れは高齢者の一人暮らしや夫婦のみの世帯が
増加（国勢調査）するだけでなく、日中ひと
りでいる高齢者の数も増えることになる。ま
た、離婚件数の増加はひとり親世帯を増加す
ることとなるが、それだけでなく、再婚件数
の増加にもなり、ステップファミリー（再婚
家族）の増加にも繋がっている（人口動態調
査)。
日本は2005年から人口の減少がはじまっ
た。四街道市でも、2020年を境に人口が減
少していくと推計されている。人口減少とい
う新たな局面に入った現在、「家族」はどの
ような問題を抱えているのであろうか。
高度経済成長期に夫婦中心の核家族という
「近代家族」が登場した。伝統的な農村社会
の中で、農産物を生産するという経営体とし
ての要素が強かった前近代家族と異なり、近
代家族は夫婦や親子の愛情に基づく`情緒的な
つながりを重んじ、愛育の対象として子ども
中心主義をとるようになった。また、職場と
居住地が離れていったため、家族は経営体機
能が衰え、消費の主体として機能するように
なった。この近代家族は、1980年代まで、
第２回職場の人間関係
1．職業と自己実現
職業とは、自己自身にとって関心・興味が
あり、且つ好きで.実際に行ってみたい事象
を探求し、それを意図的・意欲的に専念・遂
行することである。したがって、職業は本来
天職を意味する。自己実現とは、自己に賦与
された才能・能力・技量・可能性等を育成・
発展させることによって、自己自身がより成
熟した人間に生成することである。そのため
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には、まず自己にとって関心・興味があり、
行ってみたい事柄を世界から見つけ出し、そ
れに対応する.相応しい職業を選択し、それ
に専念することが肝要である。このように、
自己実現は職業を通して具体化されるのであ
る。
特徴をもつ性格である。一言でいえば、未熟
な人間である。これは、日本が戦後育成して
きた一般的人間像であるといっても過言では
ない。職場の人間関係において、トラブルを
起こす原因はこの'性格の偏り・歪みに因る場
合がきわめて多いのである。
（３）トラブルヘの対応（森田療法）2．人間関係におけるトラブルの発生
原因と対策 森田療法とは、森田正馬によって創始され
たわが国独自の心理療法である。多くの心理
療法が海外から導入されたのに対し、森田療
法はわが国が世界に発信できる心理療法であ
る。その特徴は、トラブルから生じる不安・
苦悩・恐怖・煩悶等の症状を直接解消するの
ではなく、それらの症状にとらわれることの
ない態度・心境を確立することにある。治療
のポイントは、あるがままの状態になりきる
ことである。あるがままとは、拮抗のない心
境であり、自由に流動する心である。それは、
不安のときは不安であることであり、不安を
忍耐することではない。不安であってはなら
ないと拮抗しなくなること、すなわち、絶対
肯定の態度である。この状態になれば、分別
と無分別が絶対矛盾的自己同一となり、症状
は成立しないのである。それはまた、山に入
れば山を見ず、と表現されるのである。
（１）マクロ的視点からの考察
戦後、個人と社会の関係が180度転換し、
個人の自己主張（個性の展開・実現）が幅広
く許容されることになった。それに伴い、個
'性の暴発・暴走が頻発し、個'性の在り方が問
われることになるが、その主要な原因は、戦
後の教育が知育一辺倒に偏向し、徳育が欠落
していたことに因ると思量される。このよう
に一般化した個人の自己主張は、官公庁・会
社・事業所等の組織のなかに入ると、組織の
厳格なルールにより大幅に制限･抑制される。
その結果、自己主張のできない不平・不満が
ストレスとなり、フラストレーションを増大
させ、それが弱者や後輩へのいじめ・上司や
上役への嫌がらせ・同僚への蹴落とし等の形
態をとって表面化し、組織内の人間関係をギ
クシャクしたものにするのである。
（２）ミクロ的視点からの考察 第４回スムースな人間関係の
形成のためにとくに性格の偏りがある人格障害が、職場
の人間関係に悪影響を与えることがある。人
格障害とは、短気ですぐにカツとなる.自信
がない.意志が弱く他人に影響される.感情
が不安定・見栄っ張り・道徳的無関心・自己
中心的でわがまま・衝動を抑制できない等の
はじめに
スムースな人間関係をつくるためには、人
間の心理の複雑さや人間の本』性について知る
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ことが必要である。 持ちを持つと同時に、受け手も送り手の
メッセージを是非理解したいという切な
る気持ちを持つことが必要である。
３）コミュニケーションが歪む原因一送り
手も受けてもコミュニケーションを成立
させる要件を満たしていてもコミュニケ
ーションが歪む場合がある。
①防衛機制②先入観
③感受`性④不適切な伝達手段
４）人間関係を損ねる不適切なコミュニケー
ション（水島広子）
①不適切な非言語的コミュニケーション
②間接的で不適切な言語的コミュニケーシ
ョン
③自分は相手にコミュニケーションしたと
いう誤った憶測
①や②のようなことをしていながら、
自分は「ちゃんと自分の意思を伝えた」
と思っている人がいるが、これではコミ
ュニケーションは成立しない。
④自分は相手のコミュニケーションを理解
したという誤った憶測
相手の言ったことを相手の本意とは違
った解釈をしながら、それで押し通そう
とする人がいるが、これではやはりコミ
ュニケーションは成立しない。
⑤沈黙
①②③④のようなことを続けていれ
ば、この人と話をしても始まらないとい
うことになり、お互い全く口をきかない
沈黙ということになり、コミュニケーシ
ョンは無くなり、人間関係は壊れてしま
う。
これを防ぐには、自分の言ったことが
正しく相手に伝わっているかどうかを確
1．人間心理の理解：人間この複雑な
るもの
l）人間が他の動物と異なる特徴としては、
次の５点が挙げられる。
①主観性②過程,性
③複合性または多次元`性
④可動性⑤全体'性
2）人間の本性一近頃のように理解できな
い凶悪事件が数多く起こると、人間の性は
善なのか悪なのかということが問題になる
が、こういったことは紀元前から問題にな
っている。
・性善説（孟子）：側隠差悪辞譲是非
.』性悪説（筍子）：利己的
・可能性としての存在（藤山寛美）
２．人間関係の形成：コミュニケー
ション
人間関係を形成するためには、コミュニケ
ーションが必要である。
１）コミュニケーションとは－コミュニケ
ーションは'情報伝達とか意思伝達と訳さ
るが、相互理解という意味がある。コミ
ュニケーションが不足しているというこ
とは相互理解が不足しているというこ
と。
２）コミュニケーションを成立させる要件
一コミュニケーションは、送り手がメ
ッセージを受け手に伝達するという形
送り手一メッセージ－受け手
をとるが、これが成立するためには、メ
ッセージの送り手がどうしても伝えた
い、理解してもらいたいという切なる気
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認すると同時に相手の言ったことの意
味を自分が正しく理解をしているか確認
することを怠らないこと｡そのためには、
よく話し合うことが大切だ。
おわりに
どのような人生に送ることになるかはも
のの見方・考え方次第である。最後に二つの
言葉を紹介する。
（１）「事実は変わらないが、その意味は変
わる｡」－－ここでいう事実とは自叙伝
的事実といわれたりするエピソード的事
実である。例えば､結婚を例に挙げると、
誰々と結婚したという事実は、たとえ後
に離婚しても変わらないが、その意味は
変わる。多くの場合結婚当座は幸せいっ
ぱいの気分であろう。しかし結構生活が
長くなるといろいろなことが起こり、時
には別れたくなる時もあるだろうし、こ
の人と結婚できて本当によかったと改め
て思う時もあるだろう。常によい意味を
持たせるように努めることが大切だとい
うことだろう。
（２）「このことさえもやがては去るんだ｡」
－楽しいこと．嬉しいことは速く過ぎ
てしまうような気がするが、どんなに辛
いこと．悲しいこともやがては去る。寿
命まで与えられた運命を生き抜けば、ト
ータルすれば、よい人生だったと思える
ようになるだろう。
地球上に何十億という人間がいても付き合
える人の数は限られている。できれば、相手
のよい点だけをみるようにし、自分のよいと
ころ出して付き合い、豊かな人生を送りたい
ものである。
3．精神的健康を保つことが大切
心が病んでいては、人間関係もうまく行か
ないので、精神的に健康であることが求めら
れる。
１）精神的健康とは－「精神的健康」を一
言で定義することは困難だが、精神的に
健康な人の特徴を挙げると以下のとおり
である。
①生産的な仕事をすること
②ルーチンな仕事をしっかり遂行できるこ
と
③周りの人に思いやりと感謝ができること
④困難や不幸なできごとに耐えうること
２）ストレスへの上手な対処法（クライナー
とゲール）
①人生は問題に満ちている。問題を一つ一
つ解決していくことによって人間として
成長していくのである。
②不平を言わない。
③物事を肯定的に評価する。
④相談する。
⑤悲しみにひたって酒を飲まない。
⑥他人（ひと）を助ける。
⑦絶望しない。
⑧環境を変える。
⑨夜眠れなかったら、食事を減らして散歩
する。
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